
資料                               文責：嶺南東特別支援学校 伊藤ゆかり 

１ 特別支援教育とは  

知的な遅れのない発達障害者も含めて特別な支援を必要とする児童生徒の自立と社会参加に向け

て、一人ひとりの教育的ニーズを把握しそのもてる力を高め、学習上生活上の困難を克服するために

適切な指導や必要な支援を行う 

 

２ 日本は共生社会を目指す 

 

 

 

 

共生社会を実感するには全ての人の「心のバリアフリー」が必要 

 

 

 

 

学校はインクルーシブ教育を推進 

 

 

 

障害者基本法 障害者差別解消法 教育の機会確保法 いじめ防止対策推進法等いろいろな法律

が制定され環境の整備がなされている。全ての人、特に障害のある本人や保護者が「心のバリアフリー」を

実感できることが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「心のバリアフリー」：様々な心身の特性や考え方を持つ全ての人が、理解を深めコミュニケーション

取り、支えあう・ 

共生社会：誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合い、人々の多様な在り方を相互に認め合える

全員参加型の社会 

障害のある子もない子も共に学ぶ 
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３心のバリアフリーに向けたキーワード(青字はこの会議で出た意見)  

〈課題→手だて→評価→改善〉 

交流及び共同学習の活性化・・・全ての児童生徒が成長できる交流及び共同学習を経験 

 

 

 

 

 

〇通常学校と特別支援学校にある課題 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校関係】 

 

 

 

手だて 

通常学校 特別支援学校 

多様性を大事にできる学級・学校・地域の作り 

交流及び共同学習は「心のバリアフリーの素地を育成」【学校教育では以下を身に付けさせる】 

１ 障害理解のための基礎的知識 （特別支援教育理解 障害特性理解、 本人理解）              

２ 多様性の肯定、人も自分も大事という感覚の育成  

３ 理解し行動に移すことができる意欲・態度 

現在している交流及び共同学習の活動や内容を充実 

≪全ての児童生徒が一度は経験することが大事≫ 

 

 

 

取り組みやすい活動 

きっかけつくりが必要  

教職員理解・保護者の理解 

全ての教員が推進に向かう 

組織的に取り組む 

ついた力の追跡(メリットの明確化)と発信 

相手校・地域も含めた組織をマネジメント 

 

学校の枠や学校種を超えた理解が多様性の理解に繋がる 

 

特別支援に関わる担任の専門性の 

向上 

障害のある子どもが教室の雰囲気 

を乱すことや自分の子どもの学力へ 

の影響を心配 

困り感を抱える子どもや保護者にと 

って、通常学級は「安らぎの場」にも 

「戦場」にもなる 

教員間、教育と社会間での丁寧な引継ぎ 

まずは授業以外での交

流機会を設ける 

教員・保護者が障害を

理解するための研修会 

双方の教員が相手校の

子どもを知るための授業

参観、公開授業 

教育課程、心のバリアフリ

ー授業、事前指導 

マニュアル化や体制作り 

育んだ力を追跡・メリット

発信 

教員・保護者が障害を

理解するための研修会 

ユニバーサル授業 

主体的で協働的で深

い学び 

専門性向上研修 

常に高いアンテナと情報

共有 

心のバリアフリー度：交流及び共同学習実施率の増加 心の到達点 
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４ 心のバリアフリーに向けたキーワード 〈課題→手だて→評価→改善〉 

全ての児童生徒が充実した社会参加を達成できるネットワーク 

〇ネットワーク形成の促進について学校と地域間にある課題   

                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手だて 

学校  地域 

地域全体で交流機会 

教員や行政関係者が率先して障害のある人の環境を理解 

重度重複障害者の存在を認識 

取り組みやすい活動 

情報共有 

障害者家族が周囲に支援を求めるだけでなく、心配や不安を乗り越える社会参加 

地域全体で障害の理解 

取り組みやすい活動 

情報共有 

障害者家族が心配や不安を乗り越える社会参加 

障害者が施設でなく街や地域に積極的に出られる環境の整備 

安心感のもてる当たり前の生活 

障害理解研修会と間接

交流 

施設訪問や施設と学校

の交流 

共に企画・運営する体験

学習 

幼少のころから家族がレ

スパイトできる場作り 

いつでもいつからでも気軽

に社会参加できる場作り 

在籍中からコミュニケーシ

ョンを図れる場作り 

代弁者の育成と地域全

体での環境整備 

代弁者が多くいる街作り 

災害時に役立つ 
個々人の役割を実感し積み重ね、継続する 

自己肯定感を高める活動 

いつでも繋がれるネットワークが身近にある・情報共有 

特意なこと好きなことが

社会貢献・社会参加に

繋がるように 

災害時に役立つ 

専門的なお節介者が身

近にいる、育成する 

施設に入っていても地域に

出る機会を。就労を目指

す。 

心のバリアフリー度：社会参加率の追跡 ボランティア率 

自己肯定感を挙げる取組 
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５ 心のバリアフリーに向けたキーワード  〈課題→手だて→評価→改善〉 

全ての児童生徒が充実した社会参加を達成できるネットワーク     

〇ネットワーク形成の促進について地域の中にある課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手だて 

地域  

継続を前提とした取組 

障害者も絶えず受け身でなく主体的、積極的な社会

参加を 

自ら情報発信 

障害者も責任と役割分担 

障害者の意識改革 

活動には一定の経済負担も 

近くにお節介者支援者や代弁者が

いる街作り 

災害時に救助してくれる関係 

できることが社会に役立つように繋げ

る人の育成 

地域の人的・物的資源と繋ぐ 

体験を受け入れる地域や団体と繋ぐ 

ボランティアの受け入れ、ボランティアの養成 

地域の人的物的資源を知り人材バ

ンクに登録 

体験を受け入れる団体等登録し、

ニーズと団体を繋ぐ。受け入れ団体

にはメリットを 

在籍中から地域と連携し多様な活

動を継続 

地域が障害のある人を受け入れる素地作り(大人が変

わる) 

 

１８歳以降を考え、社会のルー 

ル，常識，躾，勤務姿勢，逃げ 

ない心等を学校・親・本人・行政 

で連携を取り真剣に取り組む 

その活動を通じて地域の素地作り 

 

合理的配慮を説明する必要 

合理的配慮を説明する必要 

心のバリアフリー度：言葉や社会参加の浸透率 

ポスター パネル 新聞で広報  交

流日記 心のバリアフリー度追跡 

調査 

合理的配慮を説明する必要 
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６ 心のバリアフリーに向けたキーワード 〈課題→手だて→評価→改善〉 

〇ネットワーク形成の促進について国にある課題   

 

 

 

       

               

 

 

           

 

７ 交流及び共同学習の活性化、ネットワーク作りの促進に必要なもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）今回の提案 まとめ 

インクルーシブな学校作りはインクルーシブな地域作りに繋がる。 

「学校と学校を繋ぐ」「学校と社会を繋ぐ」「人を作る」「理解者を増やす」「優しい社会に変わる」 

 

 

             

 

 

【交流及び共同学習の活性化に必要なもの】 

特別支援学校に心のバリアフリーに特化した組織を構築 

心のバリアフリーに特化した心のバリアフリー推進員(特別支援学校教員)の配置 

合理的配慮協力員(地域)も併設することが望ましい 

全員が経験するには教育課程、心のバリアフリー授業、事前指導等検討が必要 

【ネットワーク作りの促進に必要なもの】  

心のバリアフリーに特化しその素地作りをする「障害のある人と接する機会、障害を学ぶ、共に企画し活

動できる場、その体制作りが必要 

学校を含む地域を包括した組織が必要 

＊特別支援学校に仮称「心のバリアフリー推進員」の配置とその人が交流及び共同学習を通じ通常学

校にも関われる仕組み 

＊特別支援学校に心のバリアフリーに特化した組織の構築【地域を包括】の構築  

＊全児童生徒が関わることができる仕組み作り 

＊心のバリアフリー活動の充実のために 旅費 バス代 教材費 広報費 事務費 非常勤講師等  

費用が必要 

＊「心のバリアフリー」は数値で表せないため一年でなく継続して追跡したり検討したりすることが必要 

国や地域の理想像を具体的に明確に 

心のバリアフリ-をレガシーとしてのどう

位置づけるか 

社会を具体的に描く 

心のバリアフリ-がすべての人のメリットに 

心のバリアフリ-学習推進会議の継

続で「児童生徒、教師、保護者、地

域住民」の変化や心のバリアフリー度

の調査追跡 
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